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ヨゼフの四季第 151 号 「相手を尊敬し真心から認め合う心で愛しなさい。」 

                    
                

園長の言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長の言葉 

活き活き写真館 

年賀 獅子舞が訪問し、みなさまに干支のタオルを配りました。 
 

 

 

 

 

 

 

年賀 獅子舞が各居室を訪問し、新年のご挨拶にうかがいました。 

日頃より多くの方々のご指導ご鞭撻を賜り厚く御礼申し上げます。 

我々聖ヨゼフの園では、認知症や寝たきり、体や心が老齢期に入りすり減ってしまった

多くの高齢の方々の魂を終焉期に穏やかに生活していただくための施設です。したがっ

て、最後の最後までその方々お一人お一人への愛の奉仕をする場所でもあります。愛とは

なんであるかという疑問があるでしょう。簡単に表現するとすれば、自分のことのように

相手を大事にすることから、最終的には自分を犠牲にしてもその人の事を守る心ではない

でしょうか。そしてそれは決して報いがありません。ただ、その方々のために尽くして笑

顔を返していただける喜びがあります。我々ヨゼフの園は、黙ってその最高の愛をご利用

者様に届ける施設でもあります。また、聖ヨゼフの園は、新技術やシステムを研究しなが

らも根底にあるのは「ご利用者様お一人お一人を大事にすること」その愛をステータスに

して今日まで来ました。 

そのことを胸に刻みながら、聖ヨゼフの園の職員であることの自負を持って、日々の仕

事に励んでおります。 

園長 天野正孝 

 
施設長に就任してから早いもので 2年が経とうとしています。 

直後の夏の盛りには新型コロナのクラスターが発生し現場で防護服を着て汗だくで利用者様

の介護をしていた事が遥か昔の出来事のように思われます。まだまだ感染は収まっていません

が、それでも最近は徐々に以前の様な日常に戻りつつあると感じております。 

季節の行事が復活し訪問マッサージや理美容関係の皆様が少しずつ施設内での活動を再開し

ております。 

ご家族様の面会はまだ制限付きですが以前のように自由に会えるようにしていきたいと願っ

ています。地域住民の皆様にはしずおかでん伝体操の活動の場として 2階ホールを提供してい

ましたが、感染拡大に伴い長らく中止となっていますが、こちらもなるべく早く再開出来る様

にと考えています。 

皆様にはお身体に十分気を付けてまた以前の様な日々が戻るよう共に願いつつ頑張ってい

きましょう。 

                                 施設長 大畑光廣 
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新年賀正 獅子舞がきました！ 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

       

節分     みなさんで豆まきをし、厄を払いました。 

                          

藤の花見物 静岡女子高等学校の校庭まで藤の花を見に行きました。 
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安倍川花火大会鑑賞 施設の屋上で安倍川の花火を鑑賞しました。 

 

秋まつり  感染症対策のため夏まつりが延期となり、秋に行いました。 
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敬老記念祝賀会  傘寿・米寿・新百歳の方のお祝いをしました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ハープ演奏会 クリスマスに合わせ、ハープの演奏をしていただきました。 
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地域交流    いつもありがとうございます 

           【高松中 PTA による七夕の飾りつけ】 

 

【八幡 4 丁目子ども会による神輿】    【静岡女子高福祉科学生による外気浴】 

    

【大成高校美術部による季節の絵の展示】 

  

 


